
 ５月に植えた夏野菜が大きく生長し、もうすぐ収穫の時を迎えようと 
しています。「今日はお花が５個咲いてた！」「トマトの実がカラスに 
食べられるかもしれないから葉っぱで隠しておこう」「ピーマンの葉っぱに 
虫が付いてる！やっつけなきゃ！」と毎日お世話をしながら生長していく 
様子を観察し、心を動かす子どもたちは、その時を今か今かと待っています。 
収穫した野菜を使ったクッキングを子どもたちと考え、『ピザ』を作ることを 
提案した時も、「めっちゃ美味しいの作るぞ！」と意気込んでいました。 
神さまからいただいた自然の恵みに感謝し、収穫の喜びを分かち合ったり、 
友だちと一緒に作る楽しさを味わったりしていきたいと思います。 
園庭では蒸し暑い日が続いていますが、バナナ鬼ごっこや鍵鬼ごっこ、 

虫探しなど、額に汗をいっぱいかきながら夢中になって遊んでいます。 
友だちと一緒に遊びを楽しむ機会が増え、喜びを感じると共に意見や 
気持ちが食い違い、時折相手が嫌なことを言ってしまったり、そこから 
喧嘩が始まることも増えてきました。しかし、トラブルも友だちとの関係を
深めていく上での必要な関わりとし、相手の思いに気付いたり、側で 
見守ったり、気持ちの伝え方を一緒に考えたりしていきたいと思います。 
今月は、楽しみに待っていたプール遊びや泥んこ遊び、片栗粉遊びなど 

夏ならではの遊びをたっぷりと楽しみたいと考えています。安全に 
遊ぶための方法や約束をみんなで考え、水の心地よさを存分に感じながら 
過ごしていきたいと思います。 

クラスでグループに分かれてケーキ屋さんごっこを楽しんでから、 
引き続き自由遊びの中で元気いっぱいケーキ屋さん開店中です。ごっこ 
遊びも「消毒してからね！」と感染対策したり、「ウーバーイーツしたい」と 
スマートフォンでの注文を模倣したりと、経験した事を遊びの中で表現し
展開する姿が見られています。お家の方やお店の人たちのことをよく 
見ているのだなと改めて感じました。初めはお互いに緊張していた 
やりとりも、今では「これは持って帰るので、あとでください。こっちは 
食べます」や「まだケーキ来ないんですけど…」と広がってきています。 
ごっこ遊びを通してイメージを共有しながら、友だちとのやりとりを 
楽しむことや、身近な人たちの役割に気づくことも大切にしたいです。 
 また、今、うさぎ組では夏野菜の枝豆とナスを育てています。５月に 
苗を植えてからすくすく大きくなっています。子どもたちは毎日様子を 
見て、「あぁ！かわいいお花が咲いたよ」「赤ちゃんナスができてる」 
「こっち（枝豆）も小さいお豆になってるよ」と日々生長していく野菜に 
夢中です。夏野菜を育てる中で生長していく過程を見守り、野菜にも
命があり、お世話（水やりや虫よけ）を通して食することにつながる
ことを知り、味わって食べる喜びを感じてほしいです。 
うさぎ組の夏もすぐそこです。７月から始まる大きなプールでの 

初めてのプール遊び！！安全に気を付けながら、暑い夏だからこそ 
楽しめる遊びをどんどん楽しみたいと思います。 

 先月から開店しました『いっぱい食べれるお寿司屋さん』は大盛況です。 
何度も楽しむうちに、店員同士で「お茶出してへんで」「お皿にお寿司 
のせて」と友だちと声をかけ合って協力しながらお客さんの対応をしたり、 
臨機応変に動けるようになったりとお寿司屋さんになりきって楽しむ 
子どもたちです。これからも、自分の役割をやり遂げる充実感や友だちと 
意見を出し合って進めていく楽しさを味わっていきたいと思います。 
繰り返し楽しむ中で、子どもたちから「他のクラスの友だちや先生にも 
きてほしい」と声がありました。今月は、他クラスの友だちを招待して 
異年齢の関わりを楽しみたいと思います。 
 大きなプールが２階のテラスに登場して大喜びの子どもたち！プール遊びが 
始まる前に、ぞう組みんなで力を合わせて掃除をしようと話すと「前の 
ぞう組さん洗ってくれたね」「ピカピカにしよう！」とはりきっています。 
今月はプール遊びや泥んこ遊び、色水遊びなど、夏ならではの遊びを 
思いきり楽しみたいと思います。 
 来月には子どもたちがとても楽しみにしているお泊まり保育があります。 
自然の中で散策や水遊び、遊具で遊んだり、クラフト作りやキャンプ 
ファイヤーをしたりと友だちや先生と一緒に寝食を共にして繋がりを深め、 
互いに助け合いながら、楽しく過ごしたいと思います。当日までにたくさん 
話し合ったり、グループでキャンプファイヤーのスタンツを考えて 
練習したりして、心の準備をし、期待を持って当日を迎えたいと思います。 

ちいさなたね【幼児おたより】  ２０２２年度 7・8 月 

うさぎ組・ひつじ組・ぞう組  聖和乳幼児保育センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

間引きしたばかりの 
朝顔の小さな葉が鳥か 

何かにちぎられていたのを 
見つけた時のこと。 

「えーかわいそう」「いたそうやな」 
「まだ生きてるで」「がんばってね」と 
心配そうに朝顔に声をかける子どもたち。 
数日後、小さかった葉がどんどん生長
する姿を見て…   
Aちゃん「朝顔元気になってきたね」 
Bちゃん「よかったね」 
と微笑み合って話していました。 
きっと、子どもたちの優しさが 
朝顔に伝わって元気に 
なったのでしょうね。 

枝豆とナスの様子を見ていた 

時です。葉っぱの上に何かが 

くっついて、葉を食べていました。       
Aくん「あっ！食べたらだめ‼」 

Ｂくん「これは〝ナメジク
・ ・ ・ ・

″だね」     
子どもたちにとっては一大事でしたが、 

かわいい表現にほっこりしました。 

  先日、幼虫が羽化している 
場面にたまたま出会った子どもたち。     

Ａくん「この虫、なんていう虫なん 
 だろう」 

Bくん「Cくんに聞いたら分かるん 
ちゃう？」 

Dちゃん「逃げないね？まだ飛べない 
のかな？」 

Bくん「今から練習するんちゃう？」      
虫の観察をしながら、友だちとの 
やり取りを楽しんでいました。 
身近な生き物に興味津々な  

子どもたちです。  


